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Ⅱ 素材研究 

]. 牧港小学校の 自然概況 

本校は，浦添市の 北側に位置し ，牧港川下流の 沖積地にあ る。 西側に 伊祖 城跡公園，南より 

に浦添大公園が 在り ， 豊かな緑に恵まれている。 国道 58 号線 浴 いの市街化にともない ，住宅や 

商店街が増えてきたが 学校周辺には 農地がまだ残っており ，その中を流れる 小川には カダヤシ 

や オタマジャク シ ・アメンボなど 水生の生き物が 数種類見られる。 

牧地面積は 23.671 ㎡ (7170 坪 ) と広く，そのうち 運動場が 9,822 ㎡をしめ，その 周囲をさま 

ざまな遊具が 取り囲んでおり ，ブロック塀でしきられた 外側にはモモ タ マナ やイソ ペイ ，ガジ 

ュ マル， トキ ヮギョ リュウ，オオバ ギ などの高木が 隙間なく占めている。 

校舎は A ～ C 棟の 3 つで，児童数は 841 名であ る。 昭和 48 年の開校当時はさとうきび 畑の中 

に 校舎が建ち，樹木一つない 状態であ ったが，その 後の環境整備により 多数の樹木が 計画的に 

植えられた。 現在では校庭に 89 種類の樹木と 40 種類余りの野草が 生育し，公園から 野鳥や アオ 

スジ アゲハ・ ッ マグロヒョウモン ， 近くの畑からはモンシロチョウなどの 蝶や他の昆虫が 飛来 

し 理科の学習環境を づ くりあ げている。 

2. 校庭の植物分布 

Ⅲ 調査目的 

①校庭に生育しているすべての 樹木や野草についてその 分布を明らかにし ，植物目録およ 

び植物分布図を 作成する。 

②校内に多く 分布する野草については 植物標本を作り ，野草同定の 手立てとする。 

③ 教材として活用できる 樹木や野草について 各学年の植物単元との 関わりを明らかにする。 

(2) 調査の方法 

① 樹木の秋季における 特徴を 4 か 月にわたり調査し ，季節による 変化の特徴を 明らかにす 

る 。 

② 樹木を選定し 葉，花果実についてその 種や名前を明らかにする。 

③ 野草については ，校内に 7 つの調査地を 設定し，そこで 観察されるものについてその 特 

徴を明らかにする。 

(3) 調査結果の考察 

① 樹木について 

a  学校の敷地内には 36 科 90 種， 270 本以上の樹木があ る。 

b  樹木の分布およびの 名称は表 1 . 表 2 に示す。 
c  ディ ゴ， ガジ 

ュ マル， トキワギョリュウ・イスノキ・ホルト / キ ・タブノキなどの 高 

木 類が学校の南側を 取り囲んでおり ，正門入り口や 職員室前には 落葉樹を含む 中・低木 

類 が多数見られる。 

d  運動場の北側から 東側にかけての 斜面にはモモ タ マナ・ ガ ジュマル・オオバ ギ ・ホル 

ト / キが 密生し樹冠形成のようすも 観察できる。 また， ホシダ ・カニク サ ・カタバミ な 

どの下草も見られ ，小さな森林として 取り扱うことが 可能であ る。 

e  落葉樹は 10 数種あ り，その中には 四季による変化が 顕著なものが 含まれており 継続 観 

察 による教材化が 可能であ る。 ( 表 3) 
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② 野草について 

観察地点の概況 

a  プール入り日周辺 

午前中は C 校舎の影になり 日 あ たりがわるく ，午後になると 西日が強烈に 差し込んで 

くる。 プールと校舎の 間は通り道になっており ，踏み付けられるためイネ 科のシバ類が 

見られる。 湿りがちで気温が 低い所には コゴノ ミズ・ ツ ボ ク サ ，チド メグサ ・ カワ ジ サ 

を 含め多くの種類が 生育しており ， リュウキュウ コ クタンの下付近にはキュウキュウ コ 

ス : レが 多数生育している。 日当たりのよい 所にはハマス ゲ ・ ィヌビュ ・カタバミ・ギ 

ョウ ギ シバが見られる。 

b  保健室前 

一日を通して 日当たりがよ い ので気温も高く 乾燥しがちであ る。 人口庭園の様相を 呈 

しておりカンヒザクラを 中心にさまざまな 中 ・低木が見られる。 春先から初夏にかけて 

カラス / エンドウ・ ヤエ ムグラ・シマキツネ / ボタン・コメ ソプウマ ゴヤ シ ・セイョウ 

タンポポなど 陽性の野草が 見られる。 

c  農具小屋の周辺 

東方向に面しており ，午後になると 小屋やデ イゴ ，トキ ヮギョリュゥ が影を作ってい 

る。 人通りの多 い 小屋の入り日付近にはオヒシバが 見られ，花壇に 接する所は土が 肥え 

て 水分もあ るので ヤブジ ラミ・コミカンソウ・シマニシキソウが 中心をなしている。 小 

屋の裏 や高木の周辺にはセンダングサやハ イキビ ・メヒシバなどイネ 科の植物が多数見 

られる。 

d  B 棟 裏 周辺 

朝から夕方まで 日が差し，プランコ や ジャングルジムがあ るので児童の 遊 び場 となっ 

ており，よく 踏みつけられている。 オヒシバ・メヒシバ・オオバコなどが 見られ，花壇 

iC は イヌビュ ・ ウシ ハコベ・オニ タ ビラ コ が繁殖しているⅠ 

e  人口 池 周辺 

広い空き地に ナピ アグラス・ハイ キ イ スタデ が大繁殖し，この 周りを アヮユ キ セ 

ンダングサが 取り囲んでいる。 バッタ・コオロギ・カメムシ・クモなど 昆虫や小動物が 

生息している。 雨降り後乾きにくく ，教室裏 の溝付近では チ ガヤ・ネズミノ オ ・ ェ / コ 

ログ サ が見られる。 日当たりのわるい 金網沿いには クワズイモ が生育し ，ホシダ ・ ナガ 

バ カニク サ ・ノアサガ オ ・リュウキュウボタン ヅル ・ムラサキカタバミなどが 見られる。 

f  A 棟裏 の教材 園 

肥料は多く含むが 粒の細かい赤土が 多いので 水 持ちがわるく 乾燥しがちであ る。 

春にはハハコバサが 群生し，ルリ ハコべ やム シクサ が咲きほこる。 夏場から秋にかけて 

センダングサ や ハ々 キビ ・タッ ソッ メガヤが入り 込み，その間にシマニシキ ソゥ が多く 

見られる。 周辺にはタチスズメ ノヒェ ・コメ ヒ シバが群を成す。 

9  運動場周辺 

モモ タ マナ・ ガ ジュマル・オオバ ギ などの高木がすき 間なく茂っており ，日当たりが 
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平成 2 年度 9 月現在 

表 1  樹木分布図   
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表 2  木本類 

科 名 ま巾 名 

ウ コ ギ 科 

ヤ シ 科 

トウダイ グサ科 

ナンョウスギ 科 
バ ラ 科 

ク ワ ホ半 

ムラサキ 科 
マ メ 科 

モクセイ 科 
ア オ イ 科 

モク レン 科 

ミ ソハギ科 
フ ト モモ 科 

カキ ノキ 科 
マ ツ 科 

チャセンシ ダ ・ 科 

マ キ 科 

  
ヤ ド リ フ カ ノキ ( 1) 
タイ ワ ンモミ ジ (62) 
オ クトパスツリー (44) 
ト   ソ ク リ ヤ シ (3) 

    ウ (17) 

シ ン /  ウ ヤ シ (19) 

コモチ クジャク ヤシ (22) 

ア シ カ ヤ シ (26) 

トッタ リヤ 、 ンモドキ (33) 

ュ ス ラ ヤ シ (78) 

フ クリン ア カリファ (4) 
ク ロ ト ン (31) 

オ オ バ ギ (]5) 
ショウジョウボク (32) 
ア カ ギ (23) 
イ ス ノ キ (10) 
ナ ン キ ン ハ ゼ (77) 

ナ シ ョ ウ ス ギ (6) 

カ ン ヒ ザ ク ラ (14) 

、 ン セ リ ン バ イ り 2) 

コ ウ シ ン バ ラ (8) 

セ イ ョ ウ バ ラ (63) 

、 ン マ グ ウ (  7  ) 

ケ イ ヌ ビ ワ (18) 

ガ ジ コ マ ル (20) 

ハ マ イ ヌ ビ ワく 54) 

イ ン ドゴムノキ (71) 
バ ン ノ キ (86) ク シ ギ (24) 
ホ ウ オ ウ ボ ク (28) 

デ イ こコ円く 70 Ⅰ 
ハ チ セ ン ナ (76) 

ギ "  " ノ 千 ム (89) 

ネ ズ   ミ モ チ (27) 

ハ イ ビ ス カ ス (29) 
ム ク ゲ (52) 
オ オ ハ マ ボ ウ (79) 

ハ ク モ ク レ ン く 9) 

サ ル ス ベ リ (30) 

バ ン ジ 口 一て 1 Ⅰ ) 

ユーカリフ トモモ (46) 
リュウキュウ コ クタン (39) 

リュウキュウマツ (51) 
シマオオタニ ％ タリ (53) 

4  2  マ キ (5) 

科 名 

ソ テ ツ 科 

ク スノ キ 科 

、 ン ョ ウガ科 

ミ カ ン 科 

4  ネ ホト 

キョウチクトウ 科 

ス 4 カ ズラ科   

クマッツ ラ科 

ユ リ ホ斗 

ツ ツ ジ 科 

ニシキギ 科 

/ ウ ゼ ノカズラ科 

ウ ル シ 禾，ト 

      / ベ キ 科 
パ パ ヤ 科 

バショ ウ 科 
ッ ゲ 科 
ム ク ロ ジ 千斗 

モ クマオウ 科 

ホルトノキ 科 
キツネ / マゴ科 

シ、 ノク 、 ン科 

シ ナノ キ 科 

ヒ ノ キ 科 

ア カ ネ 科 
ウ ル シ 科 

メ ギ 科 
ト ベ ラ 科 

ヤ ナ ギ ホ， + 

木口 名 

  
  
ア ツ (21) 

ヤ プ ニ ッ ケ イ (73) 

ク ス ノ キ (85) 

タ ブ ノ キ (74) 

デ ッ ト ウ (13) 
オオホザキ アヤメ (69) 

ゲ ッ キ ツ (36) 

リ ョ ク チ ク (16) 

リュウキュウチク (43) 
ホ ウ ラ イ チ ク (42) 
ト   ソ ク リ タ ケ (48) 

キ ン シ チ ク (68) 

ホ テ イ チ タ (58) 
イ ン ド ソ ケ イ (34) 

オオバ テ アリア ケカズデ (60) 

ゴ   モ ジ ユ (35) 

  ギ ¥)@ (45) 
セ ン 不 ン ボ ク (38) 

ツルギバセン 不 ンボク (64) 

、 ン マセン ネ、 ンボク (67) 
キ タ     チ ロ カ イ (65) 

サ   キ (37) 
マ サ キ (40) 
ハ リ ツルでサキ (57) 
モモイロ / ウ ゼン． (4 け 
イ ソ ベ イ (86) 

ハ ゼ ノ キ (59) 

サ ブ ッ バ キ (56) 
/ で   ヤ (88) 
オオギ バショ ウ (61) 
ク メ ジ マ ツ ゲ (55) 

ナ ン ョ ウ レイ シ (50) 

トキワ ギョ リュウ (72) 
ホ ル ト ノ キ (75) 
ッ ン ベ ル ギ ア (80) 

ペ ニ ツ ツ バ チ (81) 

キ ン コ ウ ボ ク (84) 

モ モ タ マ ナ (83) 

ト ッ ク リ キ ワタ (82) 

カ イズカイブキ ー (2J 
サ ン タ     ン カ (66) 

    マ ン ゴ ー (47) 

ナ ン テ ン (49) 
@ べ う (25) 
ネ、 コ ヤ ナ ギ (90) 
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表 3  牧港小学校における 主な樹木の季節変化 開花   結実… -.- ‥     紅葉・落葉                           

月
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表 4  打 - 草分布団 1 9 9 0 年 l a 月 

ムヅカ ・レ ズ ・ 7 ヤツリ   /J タ             ノー エン l 、 ・ ウ * ウシ ハコベ 

タチスズメ / ヒエ * ムラサキカタバミ 

* リュ，ンやュウコスミ         * コメツプウ Ⅰゴヤ シ 

ギョウ ギ シバ * シマキツネ / ボタン   ホ シマキツネ / ボク ン 

* ウシ ハコベ セ 4 ョウタンボ ボ 

ガオプ レ チ / ギク 

タヂア 7 コ．キセンタング・ ヴ   

カッコウ プリ         

* 印は許によく 見られる 野 :i エ             

Ⅱ・ 牙                           ウドシ，   

月ヒ メヒ シ シバアキノノゲシ バ イ @. アセガヤ     

                          ウ :j                         シ   Ⅰレ 

                                  マス ゲ 

          ャ エムグラ メビ シ         

カ ・Ⅱ             ハイニシキソウ   Ⅰ ュ ・ ; ナ士 i             ク イ / モ       ソ 『ク 

ィヌビこ L ・ンマニシキソウ 

          カンソウ コメヒ シ       ハイキ ビ   ボシダ * ハハコバサ 

マ ツ /         セ プリ ハイキ・ ピ     チ ガヤ   ヱ 、 ラザキカタバミ * ムシクサ   テリ @ / 7 ％ ;1     ・ ソ : ス， Ⅱ     

ヒ メタ ホソサ               エ / コ ログ・ サ                                         

アキノノゲシ オヒシバ   タ チ スズメ / ヒエ * ウ ソハ コペ 

シマキツネ、 /     J       クン 

， ・ ク ヂア リ ユキセンダン グザ コ メヒ シバ コ ミカンソウ ネズミノⅡ   

ェグゥヂチシ ミ ササ 
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Ⅳ 単元の年間指導計画 

]  単元 名 植物の運動と 成長 

2  単元について 

(1) 指導にあ たって 

現行の学習指導要領における 三年生理科の 指導内容「生物と 季節」は新指導要領では 四年 

生の指導内容「植物の 運動や成長と 環境とのかかわりを 調べる。 」において取り 扱うことに 

なる。 現行では「植物の 様子を調べ」となっているものが「身近な 植物を探したり 育てたり 

して」と改められており ， これは「直接経験」と「児童自ら 意欲 即 (,@ 学ぶ態度」が 一層重視 

され， 「自然に親しむ 意欲や心情をたかめる」ような 視点に立った 授業の工夫が 求められて 

いることと考えられる。 

(2) 児童の先行経験より 

これまでの児童は ，低学年において ア サガ オやヒマヮリ を育てたり，野外や 校庭に出かけ 

て 自然観察をしたり ，草花や木の 実で遊んだりして 自然に親しんできた。 三年生の学習にお 

いては身近な 植物を探したり 育てたりすることにより ，植物の育ち 方には一定の 順序があ る 

ことや植物の 体は種類によって 特徴があ ることを学習してきている。 

(3) 校内環境を利用して 

亜熱帯気候に 属し，季節感に 乏しい環境にあ ると思われがちだが ，気をつけて 四季の変化 

を探してみると ，陽射しの強さ ，空の色あ い，風向き，雲の 様子，気温の 変化など各月 こ と 

に 微妙な変化を 感じ取ることができる 0 

本 単元では「身近な 素材の教材化」という 視点から，校庭にあ る樹木や野草に 親しませ 児 

重に自分たちで 継続観察できそうなものを 選定させることにより 学習化を図って 生きたい。 

その中で，植物が 季節の移り変わりにともなって 色々変化しており ，環境と関わりながら 成 

長していることに 気づかせた い 。 また，樹木の 中で四季による 変化が顕著で 継統観察に適す 

るものについては ，その特性が 活かされるよ う に配慮したい。 

3  単元の目標 

  花 増の草花や校庭の 野草を一日を 通して観察させることにより ，植物の運動が 時刻に関係 

していることに 気づかせる。 また， 昼 と夜でも成長の 仕方に遠いがあ ることに気づかせる。 

  晴天の続く 頃 ，梅雨の頃 に分けて植物の 種類やようすを 観察したり，気温や 地面の温度を 

計ったりしながら 植物と環境との 関わりを理解させる。 

  校庭の樹木を 葉・ 花 ・ ミ ・ 芽 ぶきのよ う すに留意しながら 継続観察する 事にょり，植物の 

成長は季節によって 違 いがあ ることを理解させる。 
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単元の年間指導計画 

学 期 間 
学 習 内 容 と 活 動 

留意点、 教材化できる 乗根 
九 時   

・校庭での樹木 ・花を咲かせている ・わか葉や新芽に デ イゴ トベラ 
探索 ( 樹木 観 草花や野草さがし 留意させる。 、 ン ヤリンツで イ 

察 カードに特 をする。 ・丸形・四角形， ヒギリ 

徴を記録する )  . 葉のはえ方や 形 ， 毛の有無花のよ オオホザキ アヤメ 

春 ・観察した樹木 花や茎のよ うす を ぅす ナンキンハゼ 

の 一覧表を作 スケッチ し 記録す かり ハコベ 
を 

る 。 6% カタバミ 

・ 朝と 昼後の 2 度 オニタ ビラ コ 

・観察するたびに 大 観察を設定する。 ゥシ ハコベ   

観察木の様子 気・気温・時刻を ムシクサ 

  を葉 ，樹皮， 記録する。 
花 ，実に分け ・昆虫さがしをする。 ・ 数と 種類， 見っ 
きちんと記録 ・ ヘチマ ，カボチャ， けた場所と・ 活動 オオハ マボウ 

する。 キュウ リ の種まき のようすを記録 ススキ 

をする。 させるの 

・観察木の変化 ・野草さがしをして ， ，各バループで 謂 カンヒザクラ 

を 調べ記録す 成長のようす ，種 べる場所と範囲 ヒギリ 

草 る 。 類の変化を調べる。 は 4 . 5 月と同 モモイロ / ウ ゼ ノ 

木 葉の色合い ， じ オオバ ギ 

大きさ形の変 ・ ヘチマ ，キュウリ， ・ 朝 ～下校時， 下 トベラ 
の 化 ，茂り方 花 カボチャの観察を 校 時 ～翌朝で 成 シロップ クサ 

し 6 ～ 7 月 
の よ うす する。 長のちがいを 記 ノアサガ オ 

げ (10 時間 ) 
背丈・葉の数と 大 録させる。 ムラサキカタバミ 

きさ， っぼ みや 花 ・この頃 の気温・ 
る のよ うす 土 温を継続して 
  ・この頃 よく見られ 記録させる。 

ろ 
る 昆虫や小動物の ・雨降りと晴れた 
数 と種類を調べる。 ときで活動は 変 

わるか 

葉 ・観察木の秋の ・この頃 見られる 花 ，花を咲かせてい コスモス 

の 
ようすを調べ 壇の草花や野草を る イネ科の植物 キ キョウ 
よう。 調べる。 を数種集める。 シマニシキソウ 

色 葉 の色や数の ・秋の気候の 特徴を ・初夏に花をさか イネ科 タ ン ポヵ 

づ 10 ～ 11 月 変化実はっい まとめよ う 。 せていたものが クヮ 

く (9 時間 )  ていないか ( 天気・気温・ 水温 美をつけている シャリンバイ 

・樹木の実や 種 ・地温 ) ことに気づかせ ゲット ウ 
  

を 観察しよう。 ・ ヘチて やキュウ リ る 。 ケ イヌビヮ 

ろ の 実を観察しよう。 @ ベフ - 
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12 ～ 2 月 
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3
 
時
間
 

4
 
 
 

・この頃 花を咲 

かせているも 
のはないか。 

・冬にはどうな 

るのか予想を 

立てる。 

・観察 本 のよ う 
すを調べよう。 

( 葉の色， 数 ， 

実 ) 
・葉の落ちてい 

る木はどれか。 

・観察 木 のよう 
すを調べよう。 
・若葉が育って 

いるものを見 

つけよう。 

・不動物や昆虫 

の活動のよう 

すはどうか。 

・春に向けて 種まき 
をしよう。 
・この頃 よく見かけ 
る虫や動物を 調べ 

よう。 
( 鳴く虫，渡り 鳥な 
ど ) 

・気温が低いとき 

に発芽するもの 

もあ ること 
・ 朝 ， タ など大ま 

かな時間をおさ 

える。 

・気温との関係を 

  考える。 

ホルト / キ 

オ ク トバスツリ 

ユーカリ 

モモ タ マナ 

アプラナ 
キャベツ 

イスノキ 

，野草の観察をして 

種類や数の変化を 
調べる。   

，アブラナ や キャベ 
ツ の育ち具合を 調 

べる。 

・寒い頃 活動してい 

る 生き物を調べよ 

  つ
 
見
 
を
 
き
物
 

生
ぅ
 

。
の
 よ
 

っ
夏
け
 

・どんな野草が 育っ 

ているが調べる。 

・季節と植物の 関わ 
りについてまとめ 

る。 
，あ たたかくなると 

動物の行動は 変わ 
ってくるか調べる   

・気温・水温，地 

温の変化をグラ 

フにする。 

・掘り起こして 根 
のようすを調べ 

る。 

  T
 
の
 
葉
 
。
 

0
8
 

木
べ
 

や
調
 

石
を
 

・季節による 移り 

変わりをとらえ 

させる。 
・気温や地温の 変 

化のようすをグ 
ラフにする。 
・気温の変化と 生 

き物の行動のよ 
うすをまとめる。 

オオホザキ アヤメ 
ヒギ リ 

カンヒザクラ 

ナンキンハゼ 
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V  単元の指導計画 (9 時間 ) 10 月下旬～ m2 月上旬 

]  単元の目標 

知識・理解 

① 寒くなってくると ，葉が紅葉したり ，落葉したりするものがあ る。 

② 夏ごろに花を 咲かせていた 植物の中には 実をつけているものがあ る。 

③ 秋になって花を 咲かせる植物があ る。 

① 葉を広げ，地中で 根を広げたり ，芽が生きていたりするものがあ る。 

⑤ 気温が低くなると 小動物の活動が 弱まげ ， 卵を生んだり ，さなぎになったりする。 

⑥ 動物によっては 活動が鈍くなったり ，暖かい場所へ 移動するものがあ る。 

の 気温・水温・ 地温はかなり 低くなっている。 

観察・実験の 技能 

① 観察 本 のよ う すを葉の色や 実の変化に注意しながら 記録できる。 

② 秋の野草を見つけ ，標本にしたり ，正しくスケッチできる。 

③ この頃 の気温・水温・ 地温を正しく 測定し，記録できる。 

科学的思考 

① 植物の季節による 変化を読み取ったり ， これからの変化を 予想したりできる。 

② 不動物の活動のようすや 生息場所を予想を 立てたりすることができる。 

③ 季節による温度変化をとらえ ，生き物の活動と 温度の高さを 関連づけて考えることができ 

る 。 

関心・態度 

① 樹木の季節変化を 進んで調べようとする。 

② 秋の野草を調べたり ，種類の変化を 調べたりする。 

③ 不動物の活動する 場所や隠れている 場所を意欲的に 見つけようとする。 
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3  授業実践 第一時 1 /9 

山 単元老 葉 の 色 づくころ 

(2) 単元について 

児童はこれまでの 学習で ， 春に草花や野草さがしをしたり ，教材 園 にへ チて や キュゥり な 

どを植えることにより 植物やまわりの 自然への関心を 高めてきた。 また，自分のグループの 

観察木や花壇の 教材を継続観察することにより ，夏になって 気温が高くなると 植物の茎がよ 

く 伸び葉も茂って 成長が盛んになることを 理解してきている。 

  

ここではこのような 経験を基にして ， 秋 @C なって気温が 下がってくると ，葉が紅葉したり 

その数が減ったり ，植物によっては 実をつけ種子ができることを 観察して確かめさせるのが 

ねらいであ る。 さらに，春から 夏にかけて観察した 野草の種類とその 数を調べたり ，不動物 

などの生き物の 数や種類を夏と 比べることにより ，季節による 生き物の移り 変わりをとらえ 

させ，自然の 変化との関わりに 関心を持たせた い 。 

(3) 本時の展開にあ たって 

この時期の児童は 直感的思考にたよるだけでなく ，手だてを活用して 筋道を立てて 順序 よ 

く 問題を解決していこうとする 態度がすでに 芽生えてはいるものの ，活動的で好奇心に 富み， 

何事にも自分を 中心にすえて 積極的に関わっていこうとするのが 特徴であ る。 

この発達段階の 児童 fc, たんさくラリーという 楽しさを伴う 活動の中で樹木の 葉のつくり 

や 実のようす，季節による 移り変わりなど 観察の視点を 与えながら調べさせることは 学習へ 

の意欲をさらに 高めることになると 考えられる。 

児童はこれまでに ，グループの 観察木や野草の 観察場所を決めて 継続的に観察学習をして 

きているので ，ここではできるだけ 多くの樹木に 触れさせ，その 特徴や季節による 変化を捉 

えさせることにより 環境と植物との 関わりに気づかせ ， 次 時の継続観察学習へとっなげてい 

きたい。 

(4) 本時の日 標 

  樹木たんさくラリーを 通して校庭の 樹木に親しむ。 

  いろいろな樹木のようすを 観察し，グループで 協力して調べることにより ，互いに教え 

合いながら植物の 見方を深めていく。 

樹木を調べながら 季節による変化 ( 秋のよ うす ) に気づ { 

(5) 準備 

問題用紙 ( グループ 1 まい ) , 解答用紙 ( グループ 1 まい ) , えんぴ つ ，ものさし，ビニ 

一ル 袋，ストツプウオッチ ，校庭内の樹木分布地図 

(6) 万法 

① 正門前に集合し ，グループごとに 整列する。 C4 名構成 ) 

② 問題用紙，解答用紙，ものさし 袋 ，ストップウォッチを 配る。 

③ ポイント分布図でコースを 理解する。 

の 時刻を確認しながら・ 一分間隔でスタートする。 ⑤ 各 ポイントを順序よくまわりながら ，問題に答えて ぃ { 
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⑥ ゴールで問題用紙，解答用紙，採集したものを 提出し，記録係は 表にタイムを 書き込む。 

の 教師が採点をする。 記録係は得点を 記入する。 

⑧ すべてのグループが 終わったところで ，全員で順位を 決める。 

(7) 展開 

  過程   学 習 動 活 

  
  

導 

入 

1  今日の学習のねらいについて 話し合う。 

2  樹木たんさくラリーついて 理解する。 

Ⅲ ルールの説明を 聞く。 ( 出発順序，時間 ) 

@2l ポイントの分布について 理解する。 

[3) 問題の解き方を 理解する。 

  5  @  (4@ 採点方法について 理解する。 

分
 

3  出発双の諸注意を 聞 { 

ホ 問題は一部，解答用紙は 記録 係 がもっ。 

串 グループごとに 行動し，協力し 合 う 。 

ポ 4 人で一緒に考え ， 答えを一 つ 見つける。 

ホ 順序よく問題を 解いていく。 

4  樹木たんさくラリーをする。 

  展   
ホ ポイントをさがし ，話し合いながら 解いて 

  調 号 

32 

分 

ま 

と 

め 

8 

分 

いく。 

串 順序よく問題を 解いていく。 

5  合間解いたグループは 問題用紙とかい 答用紙 

を提出する。 

水 先着順に表へ 点数とかかった 時間を記入し 

て い く。 

6  成績発表と評価をする。 

7  樹木たんさくラリーをして 気づいたことや 感 

や 感想をのべ合 う 。 

留 
  
  点 

，問題 係 ，記録 係 ，時計 係 ，採集 係 

・校内樹木分布図を 準備する。 

・時間の短さより 正解率を優先する。 

・採集した実や 葉はふく る へいれる。 

・今明 に ついて落ち着いて 考えて解 

いていく。 

・出発時刻を 記入させる。 

・記録 係 が解答用紙に 記入する。 

・問題は選択，測定，スケッチ 採集 

など 

・ 倒 着時刻を知らせ ，時計 係 にかか 

った時間を読み 取らせる。 

・得点、 ・時間記録表を 準備する。 

・次の学習課題へと っぽぐ 。 

・集めた実や 葉は次時にないて 季節 

の標本とする。 
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(8) 留意事項 

① ポイントは 1 ～ 16 の番号のついた 札を順路 @C 沿って樹木につけておく。 

② グループ編成は 男女混合 4 名程度とし， 各 係は前もって 分担しておく。 

③競争に終始する 場合があ るので，時間の 早さよりも 4 名の協力 fC よる高得点を 重視する 

ことを確認、 しておく。 

④早く到着したグループは 学習カードをもらい ，今日の学習で 気づいたことやわかったこ 

とをまとめて 他のグループを 待っ。 

⑤単元の学習を 進めて い く ぅ えでは選定木の 観察記録を中心に 据えるが，四季を 通じた 樹 

木 たんさくをすることにより ，短時間にできるだけ 多くの樹木に 接しその変化に 気づき 校 

円環境に親しむことをねら い とする。 

⑥ 四季を通して 行 う ことにより，さらに 児童の意欲を 高めることができるだけでなく ， 春 

の 野草観察においても ，野草検索標本と 併用することにより 植物の特徴を 調べたり，他の 

植物との比較をする 視点を与えることができる。 
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牧港小学校 

植 物 名 樹木の特徴・ 季節によるよ うす ( 9 月～ 12 月 ) 

@ @ ク ヤシ め 花が咲き，緑色の 実をつける。 幹の周りがトックリ 状でふとい。 

2  シ マ グ ヮ 葉は薄く光沢があ り鋸歯 縁 をもつ。 食用となる 赤 黒っぽい実をつける。 

3  オ キナワシャリ ン ㎡ 葉は枝の周りに 輪生する。 黒っぽい実をつけ ，種が一個入っている。 ィ 4 ケ ％ 葉に短い毛が 密生する。 毛に覆われた 柔らかい緑の 実ができ，茶色に 熟す 

5  ネ ズ ミ モ チ枝の先に緑色の 細長い小さな 実ができる。 葉は甘い香りがする。 

6  ト べ ラ 常緑で葉は輪生し ，すべすべの 緑色のかたい 実ができる。 4 と比較させる。 

7 ア カ ギ 葉は姉山複葉。 掛肥が赤く， うす茶色の小型の 実を鈴なりにつける。 

8  オク トバスツリー 12 ～ 14 枚の葉が傘をつくる。 タコの足のような 花が桃色から 赤へ 変わる。    
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10 カ ンヒザク ラ 紅葉・落葉が 見られ，冬芽が 観察できる。 

11  ヒ ギ リ 低木で，キリのような 大きな葉が落葉している。 

12  ユ ー カ リ 樹肌 が白く ，プドウ のような紫色の 実を房状につける。 

13  オオホザ ギ アャメ 夏に白 い 大きな花が咲き ， 秋に成 葉が 枯れる。 2 ～ 4 月は落葉しで ， 、 る 

  

14  ホ ル ト ノ キ 常緑の高木で ，一部紅葉が 見られる。 緑色の実が見られる。 

15  ヤプ ニッケイ 葉にくっきりした 三本の葉脈があ る。 黄緑色と実が 枝の先にできる。 
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23 

サ ル ス ベ リ 樹皮がなめらかで ，秋から冬にかけて 落葉している。 

トックリキ ヮタ 樹皮に鋭い トゲ があ り，秋には落葉 し ピンクの花と 緑の実が見られる。 

オ オ ハ ギ 常緑の高木で ，葉柄が葉の 裏 面につき，葉の 模様がおもしろい。 

  

24  ィ ス ノ キ 夏から秋にかけて 破裂した実が 見られ・ 2 つの種がのぞ い ている。 

25  ギ シ ネ ム マ りのような白い 花が咲き， こげ茶色の種の 入った サヤ が見られる。   
  26  ゲ ッ キ ツ ひし形で光沢のあ る葉があ り，こい緑色のダイヤモンドルの 実をつける。 

27  ハ ゼ ノ キ 小葉 13 枚からなる葉があ り・紅葉・落葉がみられる。 
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㎜ 授業評価 

評価は本時の 学習が導入としてどのように 工夫されていたか ，また，どのような 効果を上 

げることができたかを 知るために，教師の 側から見た問題作成上の 留意点を授業をなさった 

4 名の先生方に 検討していただいた。 そして，児童の 側から見た学習内容の 理解については 

児童にアンケート 調査を行った。 

① 問題を作成する 上での留意点 

ァ 発問は単元に 即して季節のよ う すを取り上げていたか。 

ィ 問題の数は適当であ り，展開時間内で 終えることができたか。 

9  発問の内容は 児童にとってわかりやすく ，興味をそそられるものであ ったか。 

エ 問題の中に児童が 樹木に親しめる 直接経験的活動が 十分取り入れられていたか " 

オ 発問において 各樹木の特徴が 十分活かされていたか。 

ヵ グループの中で 個々の児童が 活動できる工夫がなされていたか。 

結果および考察 

本 時は季節を感じさせる 樹木をできる 限り多く取り 上げることをねらいとしているが ， 

16 本の木を取り 上げた。 その際留意したことは 児童の通路にあ り，いっでも 観察できる 場 

所 fC 位置していることであ る。 全部の問題を 解くのに要した 時間は 17 分～ 23 分と 5 分間程 

グループによる 差があ った。 観察カードに 記録する待ち 時間を考慮すると 全グループが 30 

分 以内に探索活動を 終えることができた。 

直接樹木に触れる 活動として取り 入れた内容には ， ホの 実を集めること ，実を割って 種 

を 取り出すこと ，葉の長さを 測ること， 葉 fc 触れ毛があ るか調べること ，温度を計ること ， 

花弁の数や葉の 臭いを調べることなどがあ り，児童にとって 興味深い活動となりえたよう 

ナ " しロ 

事前指導の中で 各個人に役割を 分担していたので ， 本 時の学習においても 互いに協力し 

スムーズに活動していった。 

② 活動の内容について 

児童のアンケート 結果より 

発問項目 評価 
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③ 結果と考察 

児童は低学年のときにも 遊びを通して 野草や木の葉に 親しんできているが ，植物のつく 

りや季節との 関わりを学習するのは 中学年になってからであ る。 そのせいか，ほとんどの 

児童が学習の 内容に興味を 示し，樹木の 特徴や変化に 気づいている。 

「調べて楽しかったのはどんなことですか」という 問いへの児童の 答えは， ホ 0 案 (94%) 

木の葉 (59%) 樹肌 (74%) 季節感 (71%) 花のつくり (59%) の順となっており ，直接 

さわって体験したものが 強く印象に残っていることがわかる。 

また， 「学習を終えて 楽しかったのはどれか」という 問いにたいしては ， 

・たくさんの 木を調べることができた。 W96) 

・グループで 学習することができた。 (94%0 

・いろいろなことが 発見できた。 て 91 老 ) 

，ほかのグループと 競争できた " (56%) 

・たくさん木の 実を集めることができた。 (56%) 

となっており ，短い時間の 間に多くの樹木と 触れ合いながら 仲間と話し合って 問題を解い 

ていくことも 学習効果の要因となっている。 

児童の感想の 中には 

，樹木は自分の 力 で生きていることがわかった。 

・樹木がこんなに 変化していくとは 思わなかった。 

・花を咲かせる 木が秋には実をつけている。 

・花や葉にも 命があ ることがわかった。 

などがあ り，植物の生命活動まで 深めてとらえている 子が増えた。 

以上のことから ，樹木探索ラリ 一による学習効果をまとめてみた。 

ア 野外学習の楽しさを 体感できる 0 

ィ 短時間に多くの 樹木と触れ合い ，その特徴を 知ることができる。 

ウ 自然が変化していくことの 不思議さを多くの 場面で体験できる " 

ェ 樹木観察の視点を 児童自ら気づくことができる。 

オ 直接経験により ，学習への動機づけとすることができる。 

力 活動の中で知的好奇心を 連続して誘発することができる。 

キ 校内環境を見直し ，樹木を大切にする 気持ちを育てることができる。 

ク グループ学習により 互いに高め合 う場 とすることができる。 

① 反省と課題 

本 時の学習を通して 各樹木の特徴を 少しでも理解することにより ，植物を学習すること 

の楽しさや生命活動の 不思議さに児童は 気づいている。 その学習意欲の 高まりを 次 時の学 

習 へとうまくつなげていく 工夫が大切であ る。 

これからの課題として 次のようなことを 上げることができる " 
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W  研究のまとめと 今後の課題 

1. 研究の成果 

「校内の樹木と 野草の教材化」をテーマに 植物の素材研究と 授業実践に取り 組んできたが ， 

次のような成果を 上げることができた。 

①学校内の樹木を 季節に留意しながら 観察をすると ，葉の色や数の 変化・ っ ぼみから開花ま 

での過程・実が 熟していくよ うす ・花の開閉運動・ 紅葉や落葉と 芽ぶきなど生き 物としての 

活動をとらえることができる 0 

②教材とした 学習に役立てることができる 樹木が 30 種以上あ り，それらが 正門入口から 職員 

宝前に集中しているので 樹木探索ラリーを 通して活用できた。 

③ 季節による樹木の 変化を写真集としてまとめ 樹木検索資料としたが ，秋季における 樹木の 

開花や結実のよ う すを捉えることができた。 また，一部の 樹木の葉や実を 標本化して樹木 検 

索 カードを作り ，児童が活用できるよ う にした。 

①学校内には 58 種以上の野草が 生育しており ，日当り・水はけ ，肥料の具合い・ 土質・踏ま 

れ具合い・野草間の 競合などにより 住み分けが見られる。 

⑤野草を年間を 通して観察することにより ，季節によって 個々の野草の 成長の変化や 種類の 

八れ替わりをとらえることができる。 

⑥ 50 種以上の野草を 標本にし，検索資料として 授業で活用できるよう fc した。 

の 学校内の樹木と 野草を植物教材として 年間指導計画に 位置づけることができた。 

2, 今後の課題 

授業実践の中での 児童の反応やアンケート 結果からすると 植物観察にとても 興味を感じてお 

り ・ 「植物のことをもっと 知りたい」 r くわしく学習したい」という 欲求を持っていることが 

わかった。 また， 「観察が上手になりたい」 「植物のスケッチが 上手になりたい」という 子も 

おり，指導する 教師の素材開発研究や 学習の手だて 作りなど野外観察学習の 工夫が求められて 

いる。 研究後の取り 組み内容として 次のようなことが 考えられる。 

0  樹木検索資料を 年間にわたって 完成する。 

② 野草検索標本を 科別に整理し ，素材を学校周辺にまで 広げて求め ， 数を増やして い く   

③ 個々の樹木の 季節における 観察視点を明確にし ，単元の中で 活用できる「樹木の 四季・観 

察ノート」を 作成する。 

① 野草探索ラリコ 樹木探索ラリⅠ ネィチャーゲームなど 植物素材を生かした 活動を年間 

指導計画の中に 明確に位置づけて 実施していく。 
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おわりに 

4 か 月もの研究期間を 与えて下さいました 浦添市教育委員会，温かく 励まして下さいました 福 

出所長をはじめとする 研究所の方々，直接指導助言を - ド さいました池田指導主事に 心より深く感 

謝申し上げます。 また，授業実践において 惜しみなく協力して 下さった牧港小学校 3 年の先生方 

に 深くお礼申し 上げます。 
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